
第２７２３回例会記録
司会：遠藤利秀

遠軽ロータリークラブ通常例会
日時：2015年 3月26日（木）12:30～
場所：ホテルサンシャイン ２Ｆ

2015年 4月 2日(木) 12:30
本日のプログラム

2015年 4月 9日(木) 12:30
次回のプログラム

☆開会点鐘 上田 稔 君 ☆Ｒソング「それでこそロータリー」
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◇本日のゲスト
陸上自衛隊第25普通科連隊長
兼遠軽駐屯地司令 一等陸佐 山本 公威 様①

同連隊 広報班長 二等陸尉 工藤幸憲 様 以下3名

会長報告 上田 稔 君②
本日は山本連隊長様には年度末のご多用中、お時

間を割いて頂き、誠にありがとうございます。
先週は年次プログラム基金に多くの会員の皆様の

ご賛同を頂きありがとうございました。私からもお
礼申しあげます。
先日、業界紙に興味のあるコラムが載っておりま

したのでご紹介致します。
畑に―株の大きな大きなかぶができました。おじ

いさんは収穫しようとしましたが、大きくてー人で
は抜くことが出来ません。そこでおばあさんを呼ん
でー緒に抜こうとしましたが、それでも抜けませ
ん。孫娘を呼んで手伝ってもらいましたが、全然抜
けません。それではと犬、猫、さらにはネズミにも
手伝ってもらい、やっとかぶを抜くことが出来まし
た。民話「おおきなかぶ」です。
誰でもこの話はご存知だと思います。一人では出

来ない事も､協力し合えばできる。話が教えるところ
もご存知と思います。そして、この話を思い浮かべ
させたのは、某家具店騒動です。この一件も誰もが
ご存知と思います。
2009年に長女が社長に就任、2014年に解任され､会

長である父が社長を兼任し、今年2015年に長女は再
び社長に就任しますが、会長がすぐに退陣を要求し
ております。
こちらの一件は、おじいさんではなく父、孫娘で

はなく娘が争って互いにかぶを引っ張り合うという
ものです。
某家具店の株主総会は明日の27日です。二人は実

際にも支持を得るために､株を引っ張り合うわけです
が、そこでその株抜き結果はでますが、決着してど
うなるのでしょう。争いで社内を乱し、消費者が抱
くイメージを崩し、抱えた負をどうするのでしょう。
その上、父の会長は「負けるとは思っていないが、
一度や二度で終わる気はない」と言っております。
一人でも出来る事さえ、邪魔し合えばできない。そ
んな教えをあえて示すことはないだろうし、「おお
きなかぶ」と違い、子供には話したくない一件であ
ると結んでおりました。

幹事報告 黒坂 貴行 君
１．4月25、26日、旭川での地区協議会と5月16日
滝上でのＩＭの締め切りは今日です。

２．本日、例会終了後に理事会を開催します。

委員会報告
◇青少年奉仕委員長 東海林 勉 君
遠軽高校にインターアクトクラブの基盤を確立

して頂いた顧問の小島先生が4月1日付で北海道登
別明日

あ け び

中等教育学校へご栄転となります。

◇国際奉仕委員長 西 清治 君
「毎年あなたも100ドルを」に現在、25名の会員

のご協力をいただき、厚くお礼を申しあげます。

年度末の6月までまだ時間がありますので、よろ
しくお願いします。

◇次年度幹事 成田 弘明 君
地区協議会(旭川)の行程は、4月25日は恒例の懇

親会、26日は9時30分点鐘となっております。登録
お済みでない方はよろしくお願いします。

出席義務者が欠席の場合は、極力同委員会から

代理を立てて下さい。

宿泊はスーパーホテルを予定しております。

【名前の後の○数字は写真の中の番号】

メディア委員会

『友』を読んでロータリーを知る
ゲスト 遠軽警察署
卓 話 署長 大畠 貞夫 様
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〒099-0415
北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目
遠 軽 商 工 会 議 所 内

Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134
E-mail：info@engaru-rc.com
北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目
ホテル サンシャイン
Tel 0158-42-1151 Fax 42-1151
毎週木曜日 12:30～13:30
第3木曜日は夜間例会(18:00～19:00)

編集・発行 メディア委員会
（担当月）

委 員 長 山田 荘一 ( 5・ 6月)
副委員長 東海林 勉 (11・12月)
委 員 佐久間英昭 ( 7・ 8月)

遠藤 利秀 ( 9・10月)
伊藤 太一 ( 1・ 2月)
本吉 春雄 ( 3・ 4月)
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■訂正■会報第34号(2)面右段表に誤りがありました

◎ 社会奉仕委員会 委員 片石利巳 ⇒ 片石利見

◎ 新世代奉仕 ⇒ 青少年奉仕

ニニココ
ＢＯＸ 親睦活動委員長 成田 弘明 君

2014-15年度 合計 434,000円

本日のプログラム ゲスト卓話

ゲスト紹介
プログラム副委員長 竹内 徳治 君

強靱な陸上自衛隊の創造に向けて

陸上自衛隊第25普通科連隊長兼遠軽駐屯地司令

一等陸佐（工学博士） 山本 公威 様

新たな防衛計画の大綱等に基づく「統合機動防

衛力」の実現に関して陸上自衛隊(以下、陸自)の

将来体制についてお話しさせて頂きます。

まず陸上防衛戦略について、25年度に出来た国

家安全保障戦略(NSS)、国際協調主義に基づく積
極的な平和主義に基づき、陸自は積極安定化戦略

を持っています。

国内外における各種事態に対してシームレス(継

ぎ目のない) 、機動的に対応して不安定な要因を

早期に排除します。

具体的には日米同盟を基調とし、グローバルに

はＰＫＯ、人道派遣、能力支援。アジア太平洋地

域的には二～多国間防衛協力・交流、人材育成を

踏まえて、我が国に於ける対処としては積極的な

戦略的メッセージによる抑止、迅速・段階的な機

動の抑止、事態生起には早期収拾する、というこ

とで実効的な防衛力整備、即応部隊の配置、訓練

・演習等の方策を実施し、積極安定化戦略を具現

化します。

これを踏まえ、25年度に出来た大綱＝陸・海・

空自、それぞれの力を合わせ、統合機動防衛力を

構築する事になっています。全自衛隊に於ける陸

自の役割として、迅速かつ段階的な機動展開、実

効的な抑止・対処として「統合機動防衛力」を実

現するため、即応機動する陸上防衛力を構築する

という陸上防衛構想を持っています。
☆閉 会 点 鐘 上田 稔 君

☆今月会報担当 本吉 春雄 君
2014-15_35th_03

例会日 会員 出席計算
出席者数

メイク
出席率 無断欠席

数 会 員 数 アップ

＊2014～15年度 遠軽ＲＣ役員＊

会 長 上 田 稔
副 会 長 兼 平 哲 雄
会長 木 村 一 則
幹 事 黒 坂 貴 行
会 計 島 田 光 隆
Ｓ Ａ Ａ 遠 藤 利 秀
直前会長 渡 辺 政 俊

出席報告 出席委員長 石井 定男 君

3月19日 35 31 25 1 83.8% 1
3月26日 35 31 26 83.8% 1

まず基盤として平素から地域に部隊を配置、遠

軽駐屯地や各駐屯地による抑止体制を確立してい

ます。何かあった場合には、先遣部隊、即応機動

連隊、機動師団・旅団、増援部隊、と段階に応じ

て全国から部隊を出します。

そのために陸自として、即応機動する陸上防衛

力を実現するため、今年度から30年度末を見据え
て、陸自の様々な重視事項の体制改革を実施し、

上図の陸自将来体制が出来上がります。


